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橋本 大樹 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

幅野 莞佑 慶應義塾大学 総合政策学部

早川 侑太朗 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

林 和輝 慶應義塾大学 理工学部

平野 孝徳 慶應義塾大学 環境情報学部

深川 祐太 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

藤川 真一 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

藤田 玲央 慶應義塾大学 環境情報学部

牧野 青希 慶應義塾大学 環境情報学部

松井 加奈絵 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

松谷 健史 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

三島 和宏 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科附

属メディアデザイン研究所

水野 史暁 慶應義塾大学 総合政策学部

三次 仁 慶應義塾大学 環境情報学部

光澤 加偉 慶應義塾大学 環境情報学部

南 政樹 慶應義塾大学 環境情報学部

宮川 祥子 慶應義塾大学 看護医療学部

宮田 康治 慶應義塾大学 環境情報学部

籾山 奈々子 慶應義塾大学 環境情報学部

安森 涼 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科

矢作 尚久 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

山﨑 優佳里 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

山下 恭平 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科
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山田 健太 慶應義塾大学 総合政策学部

山田 航太郎 慶應義塾大学 環境情報学部

山田 陽平 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

山内 正人 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

柚山 大哉 慶應義塾大学 環境情報学部 環境情報学科

吉田 有佐 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

吉原 順一郎 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

吉藤 英明 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

ルーク コリー 慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科

和久井 拓 慶應義塾大学 理工学部

渡辺 洸希 慶應義塾大学 総合政策学部

渡辺 至都 慶應義塾大学 環境情報学部

渡部 陽仁 慶應義塾大学 SFC研究所

渡邊 大記 慶應義塾大学 大学院 理工学研究科

王 東宇 慶應義塾大学 大学院 メディアデザイン研究科

鈴木 二正 慶應義塾幼稚舎 

金子 敬一 経済産業省 商務情報政策局 サービス政策課

安藤 雅人 KDDI株式会社 ビジネスインテリジェンス部

石原 清輝 KDDI株式会社 IPネットワーク部

臼井 健 KDDI株式会社 IPネットワーク部

片岡 修 KDDI株式会社 テレフォニー商品企画部

川上 秀彦 KDDI株式会社 IPネットワーク部

熊木 健二 KDDI株式会社 IPネットワーク部

小出 和秀 KDDI株式会社 IP統合技術本部 IPネットワーク部

佐々木 亮祐 KDDI株式会社 ソリューション推進本部ソリュー

ション企画部

田中 仁 KDDI株式会社 大手町テクニカルセンター ソ

リューショングループ

田原 裕市郎 KDDI株式会社 ITアウトソースセンター

仲山 裕也 KDDI株式会社 IPネットワーク部

丹羽 朝信 KDDI株式会社 IPネットワーク部

野平 尚紀 KDDI株式会社 サービスオペレーションセンター

IPネットワークグループ

三宅 章重 KDDI株式会社 IP技術部

持田 啓 KDDI株式会社 コアネットワーク技術部

勝野 聡 株式会社KDDI総合研究所 ネットワーク管理グ

ループ

北辻 佳憲 株式会社KDDI総合研究所 ネットワークエンジニ

アリンググループ

久保 孝弘 株式会社KDDI総合研究所 IP開発支援G

姜 鵬 株式会社KDDI総合研究所 IP品質制御システムG

田坂 和之 株式会社KDDI総合研究所 

内藤 整 株式会社KDDI総合研究所 マルチメディア部門 

超臨場感通信グループ

中川 久 株式会社KDDI総合研究所 情報システム・セキュ

リティ部

峯木 厳 株式会社KDDI総合研究所 IP品質制御システムグ

ループ

柳原 広昌 株式会社KDDI総合研究所 マルチメディア部門

渡里 雅史 株式会社KDDI総合研究所 モバイルネットワーク

グループ

鈴木 聡 高エネルギー物理学研究所 計算科学センター

Bradley Huffaker Cooperative Association for Internet Data 

Analysis (CAIDA) 

鄒 暁明 神戸情報大学院大学 情報技術研究科

鄒 明 神戸情報大学院大学 情報技術研究科

吉田 茂樹 岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー

小林 諭 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 

国立情報学研究所 アーキテクチャ科学研究系

森島 晃年 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 

国立情報学研究所 学術基盤推進部 学術基盤課 

SINET利用推進室

奥村 貴史 国立保健医療科学院

Glenn Mansfield Keeni 株式会社サイバー・ソリューションズ

齋藤 武夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

土井 一夫 株式会社サイバー・ソリューションズ

渡辺 健次 佐賀大学 工学系研究科知能情報システム学専攻

大久保 修一 さくらインターネット株式会社 研究所

鷲北 賢 さくらインターネット株式会社 さくらインター

ネット研究所

谷村 勇輔 国立研究開発法人産業技術総合研究所 人工知能

研究センター

田代 秀一 国立研究開発法人産業技術総合研究所 情報技術

研究部門

國司 光宣 株式会社シーイーシー 

高田 寛 株式会社シーイーシー クラウドサービス事業部

クラウド基盤サービス部

三ツ木 絹子 株式会社シーイーシー クラウドサービス事業部 

データセンターサービス部

村瀬 雄介 株式会社シーイーシー クラウドサービス事業部 

データセンターサービス部

吉村 伸 株式会社シーイーシー 

小野寺 好広 シスコシステムズ合同会社 システムエンジニア

リング

坂根 昌一 シスコシステムズ合同会社 

森川 誠一 シスコシステムズ合同会社 JTRC

横石 雄大 シスコシステムズ合同会社 

三好 博之 淑徳大学 国際コミュニケーション学部

藤原 一博 上智大学 総合メディアセンター

Sebastien Decugis 国立研究開発法人 情報通信研究機構 

青木 哲郎 国立研究開発法人 情報通信研究機構 電磁波研究所

朝枝 仁 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ネットワー

ク研究本部

石井 秀治 国立研究開発法人 情報通信研究機構 テストベッ

ド研究開発推進センター テストベッド研究開発

運用室

衛藤 将史 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ネットワーク

セキュリティ研究所 サイバーセキュリティ研究室

海老名 毅 国立研究開発法人 情報通信研究機構 情報通信部

門 非常時通信研究室

太田 悟史 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ネットワー

クセキュリティ研究所セキュリティアーキテク

チャ研究室

岡本 慶大 国立研究開発法人 情報通信研究機構 経営企画部

情報通信システム室情報システムグループ

河合 栄治 国立研究開発法人 情報通信研究機構 総合テスト

ベッド研究開発推進センター

木俵 豊 国立研究開発法人 情報通信研究機構 次世代イン

ターネットグループ

坂本 仁明 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ソーシャル

イノベーションユニット ナショナルサイバート

レーニングセンター サイバートレーニング研究室

篠宮 俊輔 国立研究開発法人 情報通信研究機構 次世代イン

ターネットグループ
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鈴木 未央 国立研究開発法人 情報通信研究機構 サイバーセ

キュリティ研究所 サイバーセキュリティ研究室

高野 祐輝 国立研究開発法人 情報通信研究機構 サイバー攻

撃対策総合研究センター

高橋 健志 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ネットワー

クセキュリティ研究所セキュリティアーキテク

チャ研究室

張 舒 国立研究開発法人 情報通信研究機構 情報通信部

門 インターネットアーキテクチャグループ

寺田 直美 国立研究開発法人 情報通信研究機構 テストベッ

ド研究開発推進センター

中内 清秀 国立研究開発法人 情報通信研究機構 新世代ネッ

トワーク研究センター ネットワークアーキテク

チャグループ

西永 望 国立研究開発法人 情報通信研究機構 無線通信部門

三輪 信介 国 立 研 究 開 発 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 北 陸

StarBED技術センター

安田 真悟 国立研究開発法人 情報通信研究機構 サイバー攻

撃対策総合研究センター サイバー攻撃検証研究室

湯村 翼 国 立 研 究 開 発 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 北 陸

StarBED技術センター

領木 信雄 国立研究開発法人 情報通信研究機構 

青山 慶 スカパー JSAT株式会社 技術運用本部 通信技術部

小松 大実 スカパー JSAT株式会社 宇宙技術本部

染谷 尚洋 スカパー JSAT株式会社 技術運用本部 通信技術部

井上 潔 株式会社創夢 第三開発部

宇羅 博志 株式会社創夢 先端技術部

蛯原 純 株式会社創夢 第三開発部

深海 直樹 株式会社創夢 第一開発部

松山 直道 株式会社創夢 

杉山 哲弘 総務省 総合通信基盤局電波部電波政策課国際周

波数政策室

川上 雄也 ソフトバンク株式会社 コアネットワーク本部ク

ラウド基盤R&D室

堀場 勝広 ソフトバンク株式会社 先端技術推進部

湧川 隆次 ソフトバンク株式会社 先端技術開発本部

大矢野 潤 千葉商科大学 政策情報学部

柏木 将宏 千葉商科大学 国際教養学部

渡辺 恭人 千葉商科大学 国際教養学部

松本 智 筑波大学 第三学群情報学類

小西 響児 筑波大学 情報学群情報メディア創成学類

佐藤 聡 筑波大学 学術情報メディアセンター

新城 靖 筑波大学 大学院 システム情報工学研究科

杉山 哲男 筑波大学 産学リエゾン共同研究センター

関口 亞聖 筑波大学 情報学類情報科学科

高橋 航平 筑波大学 

中内 靖 筑波大学 機能工学系

登 大遊 筑波大学 大学院 システム情報工学研究科

畠山 元也 筑波大学 情報学類情報科学科

樋口 博 筑波大学 情報学群情報科学類

吉田 健一 筑波大学 大学院 ビジネス科学研究科

来住 伸子 津田塾大学 学芸学部 情報数理科学科

劉 東 天地互連信息技術有限会社 CEO

宇夫 彩子 電気通信大学 

齋藤 遼河 電気通信大学 Ⅱ類 セキュリティ情報学プログラム

下川部 知洋 東海大学 電子情報学部 コミュニケーション工学科

室田 朋樹 東京海洋大学 情報処理センター

佐藤 亮 東京工科大学 計算機センター

寺澤 卓也 東京工科大学 メディア学部

片岡 秀斗 東京工業大学 工学院 情報通信系

北口 善明 東京工業大学 学術国際情報センター

首藤 一幸 東京工業大学 大学院 情報理工学研究科

松浦 知史 東京工業大学 学術国際情報センター

宮 太地 東京工業大学 工学院 情報通信系

Thomas Silverston 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

Marc Bruyere 東京大学 情報基盤センター

Yuwei Sun 東京大学 大学院 情報理工学研究科

Nicholaus Yosodipuro 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

青谷 和真 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

浅部 佑 東京大学 工学部 電子情報工学科

有澤 達哉 東京大学 工学部 電子情報工学科

生野 駿 東京大学 工学部 電子情報工学科

石崎 優 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

伊藤 彰秀 東京大学 工学部 電子情報工学科

伊藤 広記 東京大学 工学部 電子情報工学科

今井 元太 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

上野 幸杜 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

落合 秀也 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

粕谷 貴司 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

川村 地平 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

神原 滉一 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

木内 真璃奈 東京大学 工学部 精密工学科

熊澤 洸平 東京大学 工学部 電子情報工学科

幸田 大智 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

小坂 良太 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

小林 克志 東京大学 大学院 情報理工学研究科

小林 博樹 東京大学 東京大学空間情報科学研究センター

Yuyi Cai 東京大学 工学部 電子情報工学科

佐々木 馨 東京大学 情報基盤センター

佐々木 寿彦 東京大学 大学院 工学系研究科 物理工学専攻

佐藤 貴彦 東 京 大 学 大 学 院 理 工 学 系 研 究 科 量 子 コ ン

ピューティングセンター

澤田 悠太郎 東京大学 工学部 電子情報工学科

須賀 灯希 東京大学 工学部 電子情報工学科

辻尾 康平 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

中村 遼 東京大学 情報基盤センター

中山 雅哉 東京大学 情報基盤センター

林 周志 東京大学 生産技術研究所

福田 大司郎 東京大学 工学部 電気電子学科

藤枝 俊輔 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科

水谷 将也 東京大学 工学部 電気電子工学科

宮澤 晟 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

宮本 大輔 東京大学 大学院 情報理工学系研究科、情報理工

学教育研究センター

森川 博之 東京大学 大学院 工学系研究科

山崎 慎治 東京大学 工学部 電子情報工学科

山本 成一 東京大学 生産技術研究所 電子計算機室

山本 桃歌 東京大学 工学部 電気電子工学科

祐村 昌秀 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

吉原 祐人 東京大学 工学部 電気電子工学科

Liu Peiqi 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

陶 冶 東京大学 大学院 情報理工学系研究科

石塚 宏紀 東京電機大学 工学部 情報メディア学科 ユビキ

タスネットワーキング研究室
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金子 敏夫 東京電機大学 総合メディアセンター

網 淳子 株式会社東芝 研究開発センター

石原 丈士 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリー

石山 政浩 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ

アーキテクチャ・セキュリティラボラトリー

井上 淳 株式会社東芝 SSD事業部フラッシュストレージ

事業戦略部

尾崎 哲 株式会社東芝 TVSレグザ クラウド事業センター ビ

ジュアル・コンシューマー・サービス・テクノロジー部

加藤 紀康 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラット

ホームラボラトリー

金子 雄 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラット

ホームラボラトリー

川添 博史 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリー

神田 充 株式会社東芝 研究開発センター コンピュータ＆

ネットワークシステムラボラトリー

小堺 康之 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリー

斎藤 健 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラット

ホームラボラトリー

田中 康之 株式会社東芝 研究開発センター

谷澤 佳道 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリ

辻 雅史 株式会社東芝 コアテクノロジーセンター

西本 寛 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリー

毛 カイ毅 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラット

ホームラボラトリー

山浦 隆博 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリー

米澤 祐紀 株式会社東芝 研究開発センター ネットワークシ

ステムラボラトリ

若山 史郎 株式会社東芝 研究開発センター 通信プラット

ホームラボラトリー

角田 裕 東北工業大学 工学部 情報通信工学科

今井 正和 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

岩原 誠司 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

大熊 健甫 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

岡田 拓也 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

木下 淳 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

濱橋 春菜 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

吉原 雅彦 鳥取環境大学 環境情報学部 情報システム学科

Philip Hamoui 名古屋大学 大学院 工学研究科

新井 雄大 名古屋大学 大学院 工学研究科

飯田 啓量 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

今井 瞳 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

上村 真也 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

浦野 健太 名古屋大学 大学院 工学研究科

榎本 憲二 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

岡田 一晃 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

嶋田 光佑 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

角倉 慎弥 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

孫 楚翹 名古屋大学 大学院 工学研究科 情報・通信工学専攻

野崎 惇登 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

花之内 広太郎 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

牧 与史 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

三橋 諒也 名古屋大学 工学部 電気電子情報工学科

米澤 拓郎 名古屋大学 大学院 工学研究科

ブラン グレゴリー 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

Doudou Fall 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

新井 イスマイル 奈良先端科学技術大学院大学 総合情報基盤センター

榎本 真俊 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

大平 修慈 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

岡田 和也 奈良先端科学技術大学院大学 情報基盤センター

垣内 正年 奈良先端科学技術大学院大学 総合情報基盤センター

門林 雄基 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

神田 慎也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

北川 智也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

木村 一統 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

小林 和真 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

白石 裕輝 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

神宮 真人 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

妙中 雄三 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

田川 真樹 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

津田 航 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

中島 颯人 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

中村 真也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

西田 雄亮 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

原田 康嗣 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

村田 大輔 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

与那嶺 俊 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

米澤 拓也 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

岡田 行央 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

徳永 正巳 西日本電信電話株式会社 西日本法人営業本部 ソ

リューションビジネス部

沖本 忠久 西日本電信電話株式会社 研究開発センタ

内田 泰広 日商エレクトロニクス株式会社 プラットフォー

ム本部 第二技術部 ネットワークプロダクト課

岩井 孝法 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

金海 好彦 日本電気株式会社 グローバル戦略企画本部

狩野 秀一 日本電気株式会社 デジタルネットワーク事業部

熊木 美世子 日本電気株式会社 ビッグローブ株式会社・クラウ

ドサービス本部

小出 俊夫 日本電気株式会社 セキュリティ研究所

櫻井 三子 日本電気株式会社 デジタルネットワーク事業部

須堯 一志 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

高宮 安仁 日本電気株式会社 システムプラットフォーム研究所

武智 洋 日本電気株式会社 セキュリティ研究所

水越 康博 日本電気株式会社 モビリティソリューション事業部

矢島 健一 日本電気株式会社 NSS事業部

矢野 由紀子 日本電気株式会社 セキュリティ研究所

渡部 正文 日本電気株式会社 セキュリティ研究所

渡辺 義和 日本電気株式会社 バイオメトリクス研究所

山下 高生 日本電信電話株式会社 ソフトウェア研究所広域

コンピューティング研究部

清水 亮博 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォー

ム研究所

鈴木 亮一 日本電信電話株式会社 SC研

長谷部 克幸 日本電信電話株式会社 技術企画部門

森本 健志 日本電信電話株式会社 アクセスサービスシステ

ム研究所

石田 慶樹 日本インターネットエクスチェンジ株式会社 
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相川 成周 日本大学 IT管理課

飯塚 信夫 日本大学 大学院 理工学研究科

坂井 孝彦 日本大学 大学院 生産工学研究科

入野 仁志 日本電信電話株式会社 ネットワークサービスシ

ステム研究所 ブロードバンドネットワークシス

テムプロジェクト

加藤 淳也 日本電信電話株式会社 情報流通プラットフォー

ム研究所

神谷 弘樹 日本電信電話株式会社 未来ねっと研究所 ユビキ

タスサービスシステム研究部

森 達哉 日本電信電話株式会社 サービスインテグレー

ション研究所

松本 存史 日本電信電話株式会社 情報流通総合基盤研究所 

情報流通プラットフォーム研究所

森山 京平 日本ヒューレット・パッカード株式会社 SMS&P 

クラウドプラクティス開発推進本部

阿波連 良尚 株式会社日本レジストリサービス システム部

坂口 智哉 株式会社日本レジストリサービス システム運用部

藤原 和典 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

松浦 孝康 株式会社日本レジストリサービス システム部シ

ステムグループ

民田 雅人 株式会社日本レジストリサービス システム部

森 健太郎 株式会社日本レジストリサービス 技術研究部

森下 泰宏 株式会社日本レジストリサービス 技術広報担当

米谷 嘉朗 株式会社日本レジストリサービス サービス開発部

伊田 吉宏 パナソニック株式会社 CNS社イノベーションセンター

市村 大治郎 パナソニック株式会社 R＆D本部

岡崎 芳紀 パナソニック株式会社 コネクティッドソリュー

ションズ社

川上 哲也 パナソニック株式会社 次世代モバイル開発センター

下間 雄太 パナソニック株式会社 先端研究本部

多田 信彦 パナソニック株式会社 情報セキュリティ部

中村 敦司 パナソニック株式会社 ネットワーク開発センタ

服部 淳 パナソニック株式会社 先端技術研究所 モバイル

ネットワーク研究所

藤田 昌克 パナソニック株式会社 R＆D本部 クラウドソ

リューションセンター

村本 衛一 パナソニック株式会社 先端研究本部

横堀 充 パナソニック株式会社 次世代モバイル開発センター

米田 孝弘 パナソニック株式会社 くらし基盤技術センター

井上 達 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

木塚 裕司 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 ブ

ロードバンド＆ソリューション事業センター 技

術開発グループ IPv6開発チーム

酒井 淳一 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

オートモーティブシステムズ社

多田 謙太郎 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 開

発研究所

本間 秀樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

宮嶋 晃 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 ブ

ロードバンド＆ソリューション事業センター シ

ステム開発チーム

森田 直樹 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

R&D統括グループ

佐藤 純次 パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

R&D統括グループ

石原 智裕 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株

式会社 技術開発センター

上田 伊織 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式

会社 技術本部 ネットワークソリューション研究所

竹井 良彦 パナソニックモバイルコミュニケーションズ株

式会社 移動通信技術開発センター

Song Yang BII Group Holdings Ltd. Strategy Department

宋 林健 BII Group Holdings Ltd. 

木谷 誠 株式会社日立製作所 セキュリティ事業統括本部

澤井 裕子 株式会社日立製作所 ネットワークソリューショ

ン事業部

柴田 剛志 株式会社日立製作所 中央研究所 ネットワークシ

ステム研究部

月岡 陽一 株式会社日立製作所 ネットワークソリューショ

ン事業部 IPソリューションセンタ

野尻 徹 株式会社日立製作所 システム開発研究所

三宅 滋 株式会社日立製作所 システム＆サービスビジネ

ス統括本部

森部 博貴 株式会社日立製作所 システム開発研究所

山崎 隆行 株式会社日立製作所 情報コンピュータグループ 

事業企画本部 ネットワーク事業推進室

小畑 博靖 広島市立大学 大学院 情報科学研究科

小鷹狩 晋 広島市立大学 大学院 情報科学研究科

前田 香織 広島市立大学 大学院 情報科学研究科

相原 玲二 広島大学 情報メディア教育研究センター

近堂 徹 広島大学 大学院 工学研究科

西村 浩二 広島大学 情報メディア教育研究センター

小田 誠雄 福岡工業短期大学 電子情報システム学科

宇田川 誠 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

クラウド＆メディア事業開発部

竹田 幸史 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

ソリューション・サービス開発本部

筒井 淳平 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

新規事業開発部

中津 利秋 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

ニュービジネスセンター i-Service開発部

西沢 剛 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

STDG SI開発部

深澤 哲生 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

コントローラ開発本部

伏見 直樹 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

ソリューションサービス開発本部

古川 泰之 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

エンタープライズドキュメントソリューション

事業本部

星野 聖 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

スマートワークイノベーション事業本部 ネット

ワークセキュリティ事業部

増田 健作 富士フイルムビジネスイノベーション株式会社 

岩本 裕真 株式会社ブロードバンドタワー Cloud&SDN研究所

加藤 良輔 株式会社ブロードバンドタワー Cloud&SDN研究所

国武 功一 株式会社ブロードバンドタワー 社長室

田淵 貴昭 株式会社ブロードバンドタワー 

西野 大 株式会社ブロードバンドタワー Cloud&SDN研究所

橋本 光世 株式会社ブロードバンドタワー 技術本部 IT戦略

グループ

許 先明 株式会社ブロードバンドタワー 社長室

武藤 匠汰 株式会社ブロードバンドタワー Cloud&SDN研究所
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宇夫 陽次朗 株式会社プリファードネットワークス 

土井 裕介 株式会社プリファードネットワークス 

和泉 順子 法政大学 国際文化学部

明石 邦夫 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

淺葉 祥吾 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

阿部 博 北陸先端科学技術大学院大学 

阿波 史和 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

井澤 志充 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

井上 拓哉 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

井上 朋哉 北陸先端科学技術大学院大学 高信頼ネットワー

クイノベーションセンター

岩橋 紘司 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

馬越 紘 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

梅内 翼 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

梅木 孝志 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

岡田 真一 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

岡本 知紀 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

押川 侑樹 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

片岡 拓海 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

加藤 邦章 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

門脇 真之佑 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

可児 友邦 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

菅野 洋信 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

北沢 尭宏 北陸先端科学技術大学院大学 

古寺 雄馬 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

小松 源 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

島田 淳一 北陸先端科学技術大学院大学 高信頼ネットワー

クイノベーションセンター

砂川 真範 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

園田 真人 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

瀧島 和則 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

立花 一樹 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

田中 友英 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

千装 俊幸 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

知念 賢一 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

広瀬 太志 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

廣瀬 真人 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

廣中 颯 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

本間 可楠 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

三木 晶司 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

三島 航 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

宮崎 駿 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

村上 正樹 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

八木 辰弥 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

山口 礼央 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

油布 翔平 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

吉原 昂司 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

渡邊 司揮 北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科

前田 貴匡 防衛省 自衛隊指揮通信システム隊

岩井 啓輔 防衛大学校 電気情報学群 情報工学科

黒川 恭一 防衛大学校 電気情報学群 情報工学科

佐藤 浩 防衛大学校 電気情報学群 情報工学科

中村 康弘 防衛大学校 電気情報学群 情報工学科

吉田 薫 株式会社三菱総合研究所 情報通信政策研究本部

岸上 順一 室蘭工業大学 しくみ情報系

服部 裕之 明治大学 情報科学センター

矢吹 道郎 明星大学 情報学部

渡辺 晶 明星大学 情報学部

池田 雅弘 ヤマハ株式会社 音響営業統括部PA営業部空間音響課

奥村 啓 ヤマハ株式会社 研究開発統括部 第2研究開発部

木村 俊洋 ヤマハ株式会社 SN開発統括部 第2開発部

小池田 恒行 ヤマハ株式会社 品質保証部

小嶌 裕之 ヤマハ株式会社 電子楽器事業部電子楽器開発部

音源プラットフォームグループ

古西 寿成 ヤマハ株式会社 楽器開発統括部 電子楽器事業部 

電子楽器開発部 ソフトグループ

曽根 卓朗 ヤマハ株式会社 研究開発統括部

冨永 聡 ヤマハ株式会社 音響技術開発部

土井 勇人 ヤマハ株式会社 音響事業本部 開発統括部 CC開発部

原 貴洋 ヤマハ株式会社 マーケティング統括部CX開発G

広瀬 良太 ヤマハ株式会社 SN開発統括部

深沢 豪 ヤマハ株式会社 コミュニケーション事業部 CC開発部

秋定 征世 横河電機株式会社 研究開発本部

遠藤 正仁 横河電機株式会社 IA事業部

大石 憲児 横河電機株式会社 技術開発本部

岡部 宣夫 横河電機株式会社 研究開発本部

尾添 靖通 横河電機株式会社 IA事業部

鎌田 健一 横河電機株式会社 マーケティング本部イノベー

ションセンター

征矢野 史等 横河電機株式会社 横河医療ソリューションズ(株)

新美 誠 横河電機株式会社 イノベーションセンター

藤田 祥 横河電機株式会社 

宮澤 和紀 横河電機株式会社 研究開発本部

Robert Meyers LINE株式会社 ITSC Verda Dept

Ching Kuo LINE株式会社 ITSC Verda Dept

飯島 一海 LINE株式会社 ITSC Network Dept

泉田 廣大 LINE株式会社 ITSC Network Dept

伊瀬知 伸孝 LINE株式会社 ITSC Network Dept

市原 裕史 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

岡田 豊 LINE株式会社 ITSC Network Dept

川上 賢十 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

酒井 亨 LINE株式会社 ITSC Network Dept

城倉 弘樹 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

白田 篤志 LINE株式会社 ITSC Network Dept

鈴木 雄一郎 LINE株式会社 ITSC Network Dept

田口 雄規 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

田中 二郎 LINE株式会社 ITSC Network Dept

中尾 信介 LINE株式会社 ITSC Network Dept

中川 稜 LINE株式会社 ITSC Network Dept

中島 郁夫 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

中溝 私歌 LINE株式会社 ITSC Network Dept

怒田 晟也 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

福田 守昴 LINE株式会社 ITSC Verda Dept

三好 陵太 LINE株式会社 ITSC Network Dept

向井 脩 LINE株式会社 ITSC Network Dept

譲原 巧磨 LINE株式会社 ITSC Network Dept

吉川 正由樹 LINE株式会社 ITSC Network Dept

毛利 公一 立命館大学 情報理工学部

泉 裕 和歌山大学 システム情報学センタ

塚田 晃司 和歌山大学 システム工学部

Yong-jin Park 早稲田大学 理工学術院基幹理工学部 情報理工学科

斉藤 賢爾 早稲田大学 大学院 経営管理研究科

Ole Jacobsen WIDE Project
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Paul Andrew Vixie WIDE Project

浅見 徹 WIDE Project

安藤 一憲 WIDE Project

伊藤 実夏 WIDE Project

今津 英世 WIDE Project

奥村 滋 WIDE Project

小野 泰司 WIDE Project

折田 明子 WIDE Project

加嶋 啓章 WIDE Project

梶 克彦 WIDE Project

河合 純 WIDE Project

川副 博 WIDE Project

河原 敏男 WIDE Project

川辺 治之 WIDE Project

菊地 高広 WIDE Project

北島 剛 WIDE Project

北村 泰一 WIDE Project

木本 雅彦 WIDE Project

ギョーム バラドン WIDE Project

熊谷 誠治 WIDE Project

宮司 正道 WIDE Project

今野 幸典 WIDE Project

佐藤 泰介 WIDE Project

佐藤 貴彦 WIDE Project

下國 治 WIDE Project

関岡 利典 WIDE Project

曽田 哲之 WIDE Project

高橋 郁 WIDE Project

高宮 紀明 WIDE Project

高山 和久 WIDE Project

竹内 奏吾 WIDE Project

辰巳 智 WIDE Project

玉川 大樹 WIDE Project

壇 俊光 WIDE Project

津島 雅彦 WIDE Project

土本 康生 WIDE Project

徳川 義崇 WIDE Project

中河 清博 WIDE Project

中川 晋一 WIDE Project

中野 博樹 WIDE Project

西 和人 WIDE Project

西田 佳史 WIDE Project

能城 茂雄 WIDE Project

萩原 敦 WIDE Project

坂東 達夫 WIDE Project

Paik Eun Kyoung WIDE Project

稗田 薫 WIDE Project

福田 伸彦 WIDE Project

藤井 聖 WIDE Project

松平 直樹 WIDE Project

間々田 徹 WIDE Project

丸山 伸 WIDE Project

御手洗 正道 WIDE Project

峰野 博史 WIDE Project

森島 直人 WIDE Project

由木 泰隆 WIDE Project

ワサカ ヴィスーティヴィセット WIDE Project

渡邊 孝之 WIDE Project
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協力組織一覧

BII Group Holdings Ltd.

株式会社IIJイノベーションインスティテュート

アクセリア株式会社

アラクサラネットワークス株式会社

アルテリア・ネットワークス株式会社

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社インターネット総合研究所

株式会社インテック

NTTコミュニケーションズ株式会社

KDDI株式会社

株式会社KDDI総合研究所

株式会社サイバーソリューションズ

さくらインターネット株式会社

株式会社シーイーシー

株式会社シー・オー・コンヴ

国立研究開発法人情報通信研究機構 (NICT)

株式会社スクールオンインターネット研究所

株式会社創夢

ソフトバンク株式会社

株式会社東芝　

ICT教育推進協議会

ICT研究開発機能連携推進会議

IPv6普及・高度化推進協議会

IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース

株式会社イーサイド

株式会社岩波書店

Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique (INRIA)

インターネットITS協議会

株式会社インターネットイニシアティブ

一般財団法人インターネット協会

Internet Systems Consortium (ISC)

株式会社インターネット戦略研究所

インテル株式会社

株式会社インプレスR&D

宇宙航空研究開発機構 (JAXA)

NTTコミュニケーションズ株式会社

大阪大学

Open Standard Cloud Association(OSCA)

岐阜県

九州大学

京都大学

倉敷芸術科学大学

株式会社グラム

慶應義塾大学

株式会社ケイ・オプティコム

KDDI株式会社

株式会社KDDI総合研究所

Dolby Japan株式会社

西日本電信電話株式会社

日商エレクトロニクス株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

日本電気株式会社

日本電信電話株式会社

株式会社日本レジストリサービス

パナソニック株式会社

東日本電信電話株式会社

株式会社日立製作所

富士フィルムビジネスイノベーション株式会社

フリービット株式会社

株式会社Preferred Networks

株式会社ブロードバンドタワー

株式会社三菱総合研究所

ヤマハ株式会社

有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所

LINE株式会社

Massachusetts Institute of Technology (MIT)

順不同

Cooperative Association for Internet Data Analysis (CAIDA)

Korea Institute of Science and Technology Information (KISTI)

大学共同利用機関法人自然科学研究機構　国立天文台

一般財団法人さっぽろ産業振興財団

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 (AIST)

シスコシステムズ合同会社

情報通信研究機構 北陸StarBED技術センター

スカパー JSAT株式会社

スタンフォード大学

先進インターネット開発大学事業団 (UCAID)

公益財団法人ソフトピアジャパン

ソニーグループ株式会社

東京大学

東京海洋大学

東京工科大学　メディアセンター

東京工業大学

東大グリーンICTプロジェクト

東北大学

奈良先端科学技術大学院大学

西日本電信電話株式会社

日本電信電話株式会社

ニフティ株式会社

一般財団法人日本自動車研究所 (JARI)

一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター

日本放送協会　放送技術研究所

東日本電信電話株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

◆ WIDEプロジェクトは、次の各組織との共同研究を行っています。

◆WIDEインターネットは、次の組織の協力により運営されています。
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Bangladesh バングラデシュ工科大学 (BUET)

Cambodia カンボジア工科大学 (ITC)

Indonesia ブラビジャヤ大学 (UB)

Indonesia ハサヌディン大学 (UNHAS)

Indonesia バンドン工科大学 (ITB)

Indonesia サムラトランギ大学 (UNSRAT)

Indonesia シアクアラ大学 (USK)

Laos ラオス国立大学 (NUOL)

Malaysia マレーシア科学大学 (USM)

Malaysia マラヤ大学 (UM)

Myanmar ヤンゴンコンピュータ大学 (UCSY)

Myanmar マンダレーコンピュータ大学 (UCSM)

Nepal トリブヴァン大学 (TU)

Philippines フィリピン政府科学・技術省付属高等理工研究所 (ASTI)

Philippines サン・カルロス大学 (USC)

Philippines アテネオ・デ・マニラ大学

Google, Inc.

株式会社インターネットイニシアティブ

NTTコミュニケーションズ株式会社

オレンジビジネスサービスジャパン株式会社

KDDI株式会社

株式会社KDDI総合研究所

さくらインターネット株式会社

株式会社シーイーシー

Philippines 国立フィリピン大学ディリマン校 (UPD)

Thailand アジア工科大学院 (AIT)

Thailand チュラロンコン大学 (CU)

Timor-Leste 東ティモール国立大学（UNTL)

Vietnam ハノイ工科大学 (HUT)

Japan 慶應義塾大学

Japan 東京海洋大学

Japan 奈良先端科学技術大学院大学

Japan 北陸先端科学技術大学院大学

The United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 

(UNESCO), Jarkarta Office

Asia-Pacific Network Information Centre (APNIC)

APNIC Foundation

一般社団法人 高度ITアーキテクト育成協議会 (AITAC)

順不同

国立研究開発法人情報通信研究機構

株式会社ドリーム・トレイン・インターネット

株式会社ドルフィンインターナショナル

西日本電信電話株式会社

日本インターネットエクスチェンジ株式会社

株式会社日本レジストリサービス

順不同

◆AI3ネットワーク、SOI-Asia プロジェクトは、次のパートナー大学・研究機関とともに研究を行っています。

◆NSPIXPは、次の各組織との共同研究によって運営されています。

日立情報通信エンジニアリング株式会社

広島大学

北陸先端科学技術大学院大学

南カリフォルニア大学　情報科学研究所

University Louis Pasteur

ワイカト大学

ワシントン大学

華為技術日本株式会社

順不同

Asia Pacific Network Information Centre (APNIC)

Asia Pacific Internet Development Trust (APIDT)

University of Guam (UoG)

University of Hawaii (UH)

National Astronomical Observatory of Japan (NAOJ)

Asia Pacific Oceania Network (APOnet)

Guam-Singapore Connectivity Consortium

順不同

◆ARENA-PACは、次の組織の協力により運営されています。

総務省

外務省

文部科学省

厚生労働省

経済産業省

国土交通省

国立研究開発法人 情報通信研究機構 (NICT)

国立研究開発法人 科学技術振興機構 (JST)

独立行政法人 情報処理推進機構 (IPA)

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO)

独立行政法人 日本学術振興会 (JSPS)

一般財団法人 日本情報経済社会推進協会 (JIPDEC)

順不同

◆その他以下のような公的研究資金による活動と連携した研究活動を行っています。
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